
労働環境改善に向けたパイロット事業
』「帰庫して自宅での休息へ」～安全衛生確保のさらなる向上～宮城県

一声翻
►発荷主企業

黒川郡大和町に事業所を置き、計測器類の製造と修
理等を行っている。

►運送事業者
仙台市に事業所を置き、主に計測器類、食品、雑貨等

の輸送を行っている。
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大和町～新潟間の
道の駅等で休息
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実証実験

帰庫して
自宅で休息

《効果》

ドライバーの安全
衛生のさらなる向上
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-① 「新潟運行」の1日目の運行は「道の駅等で休息」を取っており、ドライバーのさらなる安全衛

生確保の向上が望まれる。

一 ri
荷主企業と運送事業者に対し事前調査を実施し、その結果を踏まえて、さらに聞き取り調査
や荷積みの実態調査等を実施した。

② 調査結果から、対象集団においては改善基準告示を遵守できているが、ドライバーの安全
衛生のさらなる向上に着目し、具体的な対応策を荷主企業、運送事業者とともに検討した。

I

① 2日間平均の休息期間が10.5時間から12.5時間と長く確保することができた。

② 1日目の拘束時間が16.0時間から13.6時間となり2日間に分散された。

③ 道路状況等に左右されない日程（運行）、帰庫が可能な距離の運行であれば、ドライバーに
とっては有効である。

④ 自宅へ帰宅する運行について、不安が少ないと感じるドライバーと負担を感じるドライバー
がわかれる結果となった。

⑤ 帰庫することで対面点呼となり、ドライバーの体調の確認がしやすい。

一① ドライバーの肉体的疲労と精神的疲労が軽減することで、安全運行につながる。

一① 荷主企業の荷役への細やかな配慮や計画的な運行依頼により、スムーズな実証実験を行
うことができた。
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r-
取引環境改善に向け対象集団が以前より取り組んでいた事例
運送事業者が「改善基準告示を遵守できているポイント」

丘）荷主企業のこれまでの取り組み 7
0荷主企業では、課題や問題のある作業について常に改善（効率化）していくといった取り
組みを推進している。

► 自主的な取り組み（内部作業効率化）

① 手待ち時間の低減

トラックの荷積み時間が重ならないように当日着分は午前積み、翌日着分は午後積
みに分けた。

②荷役時間の効率化

荷積み場所と保管場所が離れていたため、荷積み場所を近づけ、フォークリフトの移
動距離を短くした。

► 荷役作業の効率化に資する生産や依頼等方法

① 生産

販売をある程度見込んで生産し、在庫を確保することにより、前日までに積み荷の準
備が完了する。

②運送依頼
基本的に荷積み日の2日前までに運送手配が行う。

③ 往復便の配慮
運送依頼は「往復便」となるように配慮する。

[ ( 2 ) 荷 主 企 業 の メ リ ッ ト ］
① 社内の業務時間の効率化によって、社員の負担が軽減され、さらに他業務へのシフ

トも可能になった。

[ (3)運送事業者のメリット

① 手待ち時間がない。
② 荷積みや荷降ろしが楽である。

③ 荷締めもしつかりしているので、ドライバーの負担が少ない。
④ 運行の前日には荷積みが可能なため、運行に合わせた積み荷ができる。
⑤ 早い運行依頼により、計画的な運行計画が実現できる。
⑥ 往復便の依頼があることにより、他の運行に左右されないゆとりのある運行ができる。

．]―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――1
ドライバーの負荷軽減に大きな効果
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